
東温市事務事業評価シート　平成25年度実施事業対象

№ ― 1

年度 ～ 年度

① ④

② ⑤

③

単位 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

24 25 26

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 4

4 4 3 4

・平成２６年度にエレベータの改修工事を実施し、今後は利用者増加のため図書館の運営方法を検討して下さい。

二次評価者 生涯学習課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性

今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

図書館法に基づく生涯学習拠点であり、資料の収集･保存において他の実施主体はありません。また、読書や調査･学習施設としての役割も広く
市民に理解され、日々利用者は安定していて、市民生活に密着した施設になっています。

有効性
主要施策の目的において、図書館の設備、機能の充実が謳われており、その機能において他の生涯学習関連施設に重複するものはありませ
ん。また、図書館サービスの充実がそのまま利用者の増加につながるため、継続していく必要があります。

達成度
開館時間は、県内でもトップクラスのサービスを展開しており、その影響で、登録率・回転率とも高い目標値を設定しており、今後も今の水準を維
持していくものと思わます。

必要性

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 44,829 43,123 46,151

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 図書館
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

川内分館・移動図書館とリニューアルを行い残るは本館のみとなっており、利用者のニーズに沿った施設にすれば、まだまだ利用が伸びることか
ら、本館も築27年が経過し、最新の資料の提供方法や利用者のニーズに対応できていないこともあり、更なる改修が必要です。

効率性 現在の図書館運営システムは、最小のコストで最大の効果が得られるものになっており、他の実施手段よりも効率的です。

改　革
計　画

図書館改修についてタイミングを計って、実施していきたい。
エレベータを車椅子が利用できるように早急に改修を行う。

今後の方向性 拡大・充実達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

計(Ａ) 25,052 23,218 26,172

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 2.034 12,304 2.034 12,395 2.034 12,230

臨時職員工数・経費 3.988 7,474 3.988 7,509 3.988 7,749

0

その他特定財源 271 166 155

一般財源 24,781 23,052 26,017

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 図書館

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0

140

住民一人当たり図書貸出数 貸出冊数÷人口 冊
7 7 7 10

6 6

指標名 計算式又は指標設定理由 最終目標

図書館登録率 登録者数÷人口×100 %
45 50 55 70

50 53

蔵書回転率 貸出冊数÷蔵書数×100 %
140 145 150 200

145

公的関与

089-964-3414 メールアドレス tosyo@city.toon.ehime.jp

事業期間

（２）生涯学習関連施設の整備充実・機能強化

事業区分

事業の対象 市民他 根拠法令 図書館法・東温市図書館条例

総合計画 政策目標 第３章 心豊かに学びあう文化創造のまち 政策項目 １ 生涯学習社会の確立

026 1001 事務事業名 中央図書館管理運営事業 細事務事業名

主要施策

非該当

事業の目的 最終的
市民一人ひとりが生涯を通じて学びあい、自己を高め、
充実した人生を送るとともにその成果がまちづくりに生
かせるよう図書館施設･資料の充実を図ります。

今年度 貸出利用者の増加に努めたい。

活動内容

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 図書館 係　　名 図書館 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 直営 実施計画

資料（情報）の提供 天文観測室の運営管理

資料（情報）の収集・保存･管理 中央図書館・移動図書館・川内分館の維持管理

図書館協議会の運営

成果指標



東温市事務事業評価シート　平成25年度実施事業対象

№ ― 1

年度 ～ 年度

① ④

② ⑤

③

単位 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

24 25 26

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 4

4 4 3 4

・利用者の要望に応えるべく巡回する場所やルートを再検討して、貸出利用者が増えていくようサービスに努めて下さい。

二次評価者 生涯学習課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性

今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

市民の学習環境を整備することは市が行う必要性の高い事業であり、市民の利便性向上に向け、必要な事業です。

有効性 本事業は生涯学習の推進にとっても重要な事業であり、他市町に比べても充実した内容を少ないコストで実現しています。

達成度
現在７５ステーションを設置しており、設置要望に対する設置率は100％を達成しています。利用者はここ数年、年々減少していますので、対策を
講じています。

必要性

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 3,751 3,467 3,726

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 図書館
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

各小学校や幼稚園及び福祉施設へも積極的に巡回をし、利用者の要望に応えており、車両を更新し、積載冊数も増加したので、利用者も増加
していくものと期待しています。

効率性 パート職員４人に移動図書館車の運転を依頼しており、各所を精力的に回ってもらい、利用者拡大につなげています。

改　革
計　画

より良い、図書資料の展示及びより良い接客サービスを心がける。

今後の方向性 拡大・充実達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

計(Ａ) 1,545 1,250 1,453

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.053 321 0.053 323 0.053 319

臨時職員工数・経費 1.006 1,885 1.006 1,894 1.006 1,955

0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 1,545 1,250 1,453

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 図書館

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0

100

指標名 計算式又は指標設定理由 最終目標

貸出利用者数（移動図書館
のみ）

全７５ステーションの延べ利用
者数

人
10,000 10,000 10,000 10,000

8,392 7,996

市内の移動図書館カバー率
ステーション設置要望に対する
設置率

％
100 100 100 100

100

公的関与

089-964-3414 メールアドレス tosyo@city.toon.ehime.jp

事業期間

（４）学習情報提供・相談体制の整備

事業区分

事業の対象 市民（中央図書館や分館を利用しにくい住民） 根拠法令 図書館法・東温市図書館条例

総合計画 政策目標 第３章 心豊かに学びあう文化創造のまち 政策項目 １ 生涯学習社会の確立

026 1020 事務事業名 移動図書館管理運営事業 細事務事業名

主要施策

非該当

事業の目的 最終的

図書を通じてよりよい学習環境を提供することを目的と
するとともに、移動図書館により図書館サービスを市内
全域に提供することは、生涯学習の地域格差を解消す
るものです。

今年度 貸出利用者の増加に努めたい。

活動内容

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 図書館 係　　名 図書館 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 直営 実施計画

市内７５ヶ所のステーションを巡回

資料(情報)の提供

資料(情報)の収集･保存･管理

成果指標


